
平成１９年（２００７年）７月２９日市　議　会　だ　よ　りこだいら５

一般質問

は
難
し
く
、
収
支
面
に
つ
い
て
も
採

算
が
合
わ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

③
平
成　

年
度
の
本
館
改
修
工
事

２１

で
整
備
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　

④
昭
和
病
院
も
市
も
必
要
性
の
認

識
に
変
化
は
な
い
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

①
無

料
健
診
を
拡
充
す
る
考
え
は
。

　

②
公
費
負
担
に
よ
る
健
診
の
回
数

と
費
用
は
。

　

③
無
料
健
診
を
５
回
に
ふ
や
し
た

場
合
と
、
望
ま
し
い
と
さ
れ
る　

回
１４

に
ふ
や
し
た
場
合
の
予
算
額
は
。

市
長　

①
国
が
５
回
程
度
の
公
費
負

担
を
原
則
と
示
し
た
こ
と
で
、
都
は

検
討
会
を
立
ち
上
げ
た
。
市
は
こ
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　

②
妊
娠
前
期
と
後
期
の
各
１
回
分

を
負
担
し
て
お
り
、
当
初
予
算
で
約

２
千　

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

７１

　

③
５
回
で
約
４
千
５
百
万
円
、　
１４

回
で
は
約
１
億
千
７
百
万
円
か
か
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
都
が

策
定
す
る
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画

に
基
づ
く
施
策
の
検
討
は
。

　

②
在
宅
医
療
等
で
が
ん
対
策
を
実

践
し
て
い
る
医
療
機
関
や
医
師
会
と

の
連
携
は
。

　

③
健
康
セ
ン
タ
ー
等
に
が
ん
総
合

相
談
所
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
予
防
対
策
と
し
て
生
活
習

慣
等
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
に

つ
い
て
市
民
に
啓
発
す
る
ほ
か
、
各

種
検
診
の
受
診
率
向
上
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

②
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

③
国
や
都
の
動
向
を
見
守
る
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

妊
婦
無
料
健
診
の

拡

充

に

つ

い

て

が
ん
対
策
の
推
進
で

命

を

守

り

た

い

教
育
長　

④
小
学
校
で
は
生
ご
み
処

理
機
に
か
け
て
校
内
利
用
等
を
行
い
、

中
学
校
給
食
で
は
家
畜
飼
育
業
者
等

に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

に
つ
い
て
は
、
こ
の
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

 
斎
藤
貴
亮
議
員
（
フ
ォ
）　

①
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ

ク
シ
ー
の
進
捗
状
況
は
。

　

②
他
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

乗
り
入
れ
は
で
き
な
い
か
。

交
通
網
の
充
実
に
つ
い
て

市
長　

①
前
者
は
５
月
に
新
た
な
シ

ス
テ
ム
で
試
行
運
行
を
開
始
し
た
。

後
者
は
グ
ル
ー
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

を
行
い
、
地
域
の
人
々
や
地
元
交
通

事
業
者
等
が
話
し
合
う
場
を
持
つ
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　

②
連
携
は
有
効
と
考
え
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
市
内
の
生
活
交
通
を
充

実
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
事
業
を

進
め
て
い
る
。

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
と
考
え
る
。

　

③
公
共
交
通
の
事
業
展
開
は
ま
ち

づ
く
り
、
人
づ
く
り
で
あ
り
、
ど
れ

だ
け
多
く
の
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
団
体

等
と
連
携
、
協
働
で
き
る
か
に
か
か

っ
て
い
る
と
考
え
る
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

①
に
じ

バ
ス
の
修
繕
費
等
に
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
よ
う
に
思
う
が
対
策
は
。

　

②
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び

再
生
に
関
す
る
法
律
が
年
内
に
施
行

さ
れ
る
見
込
み
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
考
え
か
。

　

③
西
武
多
摩
湖
線
の 
Ｌ 
Ｒ
Ｔ
化
に

※

つ
い
て
、
今
後
の
研
究
は
。

市
長　

①
運
行
状
況
と
整
備
状
況
等

を
見
据
え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

②
国
で
同
時
に
整
備
さ
れ
る
地
域

活
性
化
策
と
連
携
し
な
が
ら
、
公
共

交
通
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　

③
現
時
点
で
は
実
行
困
難
と
聞
い

て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
せ

る
よ
う
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

※
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
は

　

車
両
の
低
床
化
な
ど
す
べ
て
の
人

に
使
い
や
す
い
設
計
に
よ
り
、
従
来

の
路
面
電
車
を
よ
り
高
度
化
し
た
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

①
に

じ
バ
ス
の
試
行
運
行
ル
ー
ト
に
、
小

川
西
町
地
域
が
入
っ
て
い
な
い
理
由

と
今
後
の
計
画
は
。

　

②
武
蔵
野
美
術
大
学
か
ら
新
小
平

駅
間
の
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
西
武
バ
ス
と
の
話
し
合

い
の
状
況
は
。

市
長　

①
試
行
運
行
な
の
で
ニ
ー
ズ

の
把
握
や
採
算
性
な
ど
を
検
討
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の

今

後

の

課

題

に

つ

い

て

交
通
不
便
地
域
に

市
民
の
足
の
確
保
を

必
要
が
あ
り
、
高
齢
化
率
、
人
口
密

度
等
を
考
慮
し
て
現
在
の
ル
ー
ト
に

決
定
し
た
。
小
川
西
町
地
域
で
の
試

行
は
考
え
て
い
な
い
。

　

②
西
武
バ
ス
は
事
業
の
採
算
性
か

ら
積
極
的
で
は
な
い
が
、
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

①
西

武
鉄
道
と
の
協
議
状
況
は
。

　

②
に
じ
バ
ス
な
ど
の
鷹
の
台
駅
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
研
究
し
て
ほ
し
い
が

ど
う
か
。

市
長　

①
将
来
の
橋
上
駅
化
に
よ
る

東
口
対
応
と
、
自
由
通
路
設
置
を
見

込
ん
だ
当
面
の
構
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
現
在
は
、
駅

前
か
ら
公
園
を
地
下
で
つ
な
ぐ
中
央

公
園
西
口
通
路
の
改
良
に
つ
い
て
も

協
議
し
て
い
る
。

　

②
府
中
街
道
の
交
通
渋
滞
が
バ
ス

運
行
の
定
時
性
に
与
え
る
影
響
や
、

駅
周
辺
に
バ
ス
等
の
滞
留
場
所
を
確

保
す
る
こ
と
等
の
課
題
を
検
討
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）　

十
小
通

り
は
周
辺
の
開
発
に
よ
り
、
危
険
に

な
っ
て
い
る
。
今
ま
で
は
個
別
に
対

応
し
て
き
た
が
、
そ
の
地
域
の
住
民

み
ず
か
ら
が
課
題
を
洗
い
出
し
、
解

決
方
法
を
検
討
す
る
仕
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
、
市

民
や
事
業
者
と
市
が
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

（
仮
称
）
地
区
計
画
等
提
案
型
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
創
設
を
掲
げ
て
い
る
。

住
民
み
ず
か
ら
が
検
討
す
る
仕
組
み

鷹
の
台
駅
及
び
周
辺
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

十
小
通
り
の
安
全
対
策
を
地
域
の

中
で
検
討
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を

所
の
歩
道
整
備
を
実
施
す
る
予
定
と

都
か
ら
聞
い
て
い
る
。　

　

②
バ
ス
事
業
者
に
対
し
、
既
存
路

線
を
小
平
駅
ま
で
延
伸
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。

　

③
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
の
た
め

の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
地
域
の
人

々
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 
宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
良
好

な
市
街
地
を
形
成
す
る
た
め
に
は
早

急
な
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
周

辺
市
と
類
似
市
の
整
備
率
は
。

　

②
今
後　

年
間
の
第
三
次
長
期
総

１０

合
計
画
・
前
期
基
本
計
画
に
お
け
る

都
市
計
画
道
路
整
備
に
要
す
る
総
事

業
費
の
見
込
み
額
と
、
一
般
財
源
の

見
込
み
額
は
。

市
長　

①
周
辺
市
の
整
備
率
は
お
よ

そ
２
割
か
ら
５
割
で
あ
り
、
類
似
市

の
整
備
率
は
多
摩
市
が
約
８
割
、
府

中
市
が
約
７
割
な
ど
で
あ
る
。

　

②
総
事
業
費
は
約　

億
５
千
万
円
、

１９

一
般
財
源
は
約
３
億
５
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
大
沼

町
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
運

行
に
向
け
て
の
現
状
は
。

　

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
運

行
す
る
際
の
留
意
す
べ
き
課
題
は
。

　

③
公
共
交
通
の
充
実
に
対
す
る
市

長
の
意
気
込
み
は
。

市
長　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行

っ
た
ほ
か
、
地
域
で
話
し
合
う
場
を

持
つ
準
備
を
進
め
て
い
る
。　

　

②
経
営
改
善
の
努
力
が
継
続
す
る

都
市
計
画
道
路
の

整
備
を
急
ぎ
た
い

市
の
公
共
交
通
施
策
の

充

実

に

つ

い

て

 
斉
藤
一
夫
議
員
（
政
和
）　

①
五
日

市
街
道
に
お
け
る
歩
道
設
置
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

　

②
関
東
管
区
警
察
学
校
正
門
前
の

改
良
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　

③
堀
野
中
通
り
の
歩
道
を
拡
幅
で

き
な
い
か
。

市
長　

①
平
成　

年
度
に
事
業
に
着

１５

手
し
た
。
現
在
、
用
地
買
収
の
面
積

比
率
が
約　

％
で
、
竣
工
は
未
定
と

１５

都
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

②
関
係
機
関
と
交
差
点
の
形
態
等

の
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
完
成
は
平

成　

年
２
月
末
の
予
定
で
あ
る
。

２０

　

③
地
権
者
の
協
力
や
財
政
的
課
題

か
ら
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
喜
平

橋
交
差
点
の
す
い
す
い
プ
ラ
ン
の
進

捗
状
況
は
。

　

②
あ
か
し
あ
通
り
に
小
平
駅
ま
で

の
バ
ス
路
線
を
通
せ
な
い
か
。

　

③
宅
地
内
の
生
活
道
路
が
抜
け
道

と
な
っ
て
い
る
が
対
応
は
。

市
長　

①
用
地
買
収
の
面
積
比
率
は

約　

％
で
、
今
年
度
は
買
収
済
み
箇

６９ 五
日
市
街
道
喜
平
橋
交
差
点
と

周

辺

道

路

に

つ

い

て

上
水
南
町
地
区
の
声
を
生
か
し
た

ま

ち

づ

く

り

に

つ

い

て

都

市

整

備

環
境
・
上
下
水

医 療

健 康

　

②
屋
上
緑
化
を
健
康
福
祉
事
務
セ

ン
タ
ー
に
施
工
し
て
お
り
、
今
後
も

検
討
を
進
め
る
。

　

③
今
後
も
緑
の
創
造
を
含
め
た
地

球
温
暖
化
防
止
策
を
関
係
課
で
調
整

し
、
エ
コ
ダ
イ
ラ
・
オ
フ
ィ
ス
計
画

の
推
進
等
に
取
り
組
み
た
い
。

 
岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
生
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
の
課
題
は
。

　

②
一
時
処
理
物
の
回
収
拠
点
を
ふ

や
す
こ
と
が
必
要
で
は
。

　

③
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
拡
大
に

向
け
た
働
き
か
け
は
。

　

④
学
校
等
で
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

①
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
供
給
ル
ー
ト
の
拡
大
で
あ
る
。

　

②
課
題
も
あ
り
、
研
究
し
た
い
。

　

③
生
ご
み
堆
肥
化
講
習
会
や
市
報

等
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け

積
極
的
な
取
り
組
み
を

 
藤
原
哲
重
議
員
（
フ
ォ
）　

①
利
用

者
の
状
況
は
。

　

②
市
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

　

③
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
活
用
の

一
環
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
考
え

て
い
る
か
。

市
長　

①
オ
ー
プ
ン
翌
日
か
ら
の　
４１

日
間
で
推
計
で
は
約
２
万
６
千
５
百

人
、
１
日
平
均
約　

人
と
の
報
告
を

６５０

受
け
て
い
る
。

　

②
市
報
等
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
と
ら
え
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

　

③
市
の
物
産
を
販
売
す
る
定
期
市

を
計
画
し
て
い
る
。

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
市
が

取
り
組
ん
で
き
た
緑
化
策
は
。

　

②
既
存
の
公
共
施
設
の
緑
化
の
現

状
と
今
後
の
展
望
は
。

　

③
仮
称
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％

円
卓
会
議
な
ど
、
関
係
各
部
を
横
断

す
る
取
り
組
み
を
広
げ
る
必
要
が
あ

る
が
見
解
は
。

市
長　

①
緑
の
創
出
施
策
と
し
て
生

垣
造
成
補
助
制
度
が
あ
る
。

こ
も
れ
び
の
足
湯
を
小
平
市
と
し
て

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か

地
球
温
暖
化
を
救
お
う

緑
を
つ
く
り
出
す
積
極
策

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
市
民

の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
予
防
策

や
対
応
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲

載
で
き
な
い
か
。

　

②
集
団
感
染
を
食
い
と
め
る
た
め
、

事
前
に
手
順
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
準
備
が
必
要
で
は
。

市
長　

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
は

有
効
な
手
段
で
あ
り
、
今
回
の
麻
し

ん
の
流
行
に
つ
い
て
も
情
報
を
掲
載

し
た
。
今
後
も
正
確
か
つ
迅
速
な
情

報
提
供
に
努
め
た
い
。

　

②
関
係
各
課
、
保
健
所
、
医
療
機

関
、
消
防
署
の
連
携
が
平
常
時
か
ら

重
要
で
あ
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

等
の
準
備
も
念
頭
に
置
い
て
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

 
宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
多
摩

地
区
の
設
置
状
況
は
。

　

②
実
施
後
の
課
題
は
。

　

③
施
設
面
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
。

　

④
必
要
性
の
認
識
は
。

市
長　

①
町
田
市
民
病
院
、
青
梅
市

立
総
合
病
院
、
都
立
府
中
病
院
の
３

か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

②
年
齢
や
経
験
な
ど
の
要
件
を
満

た
す
女
医
を
継
続
的
に
配
置
す
る
の

麻
し
ん
等
、感
染
症
発
生
時
の
集
団

感
染
拡
大
防
止
の
備
え
に
つ
い
て

公
立
昭
和
病
院
で
の
女
性
専
門
外
来

開
設
要
望
の
そ
の
後
に
つ
い
て

�
喜
平
橋
交
差
点

屋上緑化（健康福祉事務センター）


